
令和７年度【大田区立東調布第一小学校・生活科授業改善推進プラン】 

◎ 小学校生活科における分析 

児
童
の
実
態 

知
識
・
技
能 

・自分の生活を振り返り、家族など多くの人々との関わりがあることに気付いている。 

・身近なものを使って遊ぶ楽しさや友達の作った物のよさに気付くことができる。 

・身近な植物や生物をよく見て、自分なりの発見をもつことができる。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・どのような遊び方をすると楽しいかを考えることができる。 

・活動や体験を通して、発見したこと・疑問に思ったこと・気付いたことなどを、絵を描

いたり写真を撮ったり、作文にしたりして表現することができる児童が多い。 

・友達との関わりを通じて、相手を思いやり、感想をもつことができる。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

・身近な動物や植物に対して、愛着をもって育てたり世話をしたりしている。 

・思いや願いをもち、楽しく活動している。 

・自分の生活している地域や働いている人たちのことをもっと知りたい、交流したいと

思っている。 

・身近な材料を用いて、素材を楽しみながら、楽しく活動をしている。 

◎ 生活科の課題 

・入学前の経験や生活体験による個人差があるので、どの子も意欲的に活動できるような場を設定する。 

・工夫したことや考えたことを発表することや、文章や絵に表して友達に分かるように伝えることなど、

自分の思いを表現する力を伸ばす手立てを工夫する。 

◎ 生活科における昨年度の授業改善推進プランの検証 

取組における成果◇と課題◆ 

◇校庭や中庭で自然集めをしたり、季節が変わるごとに校外に出かけて、季節の変化に気付かせたりする 

などの場を設けることができた。 

◇地域探険、虫取り、昔遊びなど、家庭や地域の方々との関わりを通して、地域に興味・関心や愛着をも 

ったり、様々な人を相手に自分の思いを表現したりできるような場をもつことができた。 

◇タブレット端末を用いることで、活動内容をまとめたり、活動を振り返ったりする学習カードのよりよ 

い活用方法を検討することができた。 

◆１年生が学校に慣れるまでは、これまで生活科と他教科の合科的な指導を行ってきた。しかし、なかなか

馴染むことが苦手な児童もいるため、スタートカリキュラムを意識した指導の工夫を考えていく。 

◆考える力を育てるために、繰り返しの体験活動や振り返りに重点を置いた指導の工夫を考える。 

◎ 生活科の具体的授業改善案 

○スタートカリキュラムにおける生活科では、幼児期に経験してきた活動を取り入れることで、児童に安

心感が生まれるような場の設定をする。 

○引き続き、身近な校庭や裏庭で自然集めをしたり、季節が変わるごとに校外に出かけて、季節の変化に気

付かせたりするなど場の設定を工夫していく。 

○引き続き、家庭や地域の方々との関わりを通して、地域に興味・関心や愛着をもったり、様々な人を相手

に自分の思いを表現したりできるよう場の設定を工夫していく。 

○思考ツールやタブレット端末等を活用し、考えを広げたりまとめたりすることを通して、児童一人一人 

の考えを深められるようにしていく。 

○活動内容をまとめたり、活動を振り返ったりする学習カードの活用を重視し、児童の気付きの質を高め 

られるようにしていく。 

○２年生から３年生への進級を見据えて、社会科や理科の視点をもたせられるよう指導していく。また総

合的な学習の時間への繋がりも意識した学習内容を取り入れていく。自ら課題を見付け、解決方法を考

え、発表していく場の設定をする。 

 


